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平成25年度 同窓会総会・懇親会のご案内
日時：平成25年 5 月19日（日）
　　　正午～午後 3 時（受付11時20分より）
会場：総　会　母校体育館
　　　懇親会　母校音楽講堂

議題：平成24年度事業報告／決算報告
　　　平成25年度事業計画／予算報告
会費：2,000円

◆ 議事終了後は、例年通り音楽講堂に場所を移し、先生方、同窓生共に昼食をと
りながらのなごやかな懇親会です。お料理も飲み物も十分用意しています。

◆ 新会員（65 回生）は、無料ご招待です。
◆ 今年も福引大会を行います。たくさんの賞品をご用意します。ご期待ください！
◆ ホームカミングデーにあたる方（ご案内状送付済）には特典があります。
 次のページをご覧ください。

　

こ
の
四
月
か
ら
、
ワ
カ
バ
会
は
一
般
社
団
法
人

と
な
り
ま
し
た
。
会
員
の
皆
様
に
は
、
昨
年
十
二

月
二
日
の
臨
時
総
会
に
向
け
て
多
大
の
ご
協
力
を

い
た
だ
き
、
そ
の
後
も
ご
心
配
を
お
か
け
し
て
い

ま
し
た
が
、
三
月
に
は
待
望
の
東
京
都
の
認
可
を

得
る
こ
と
が
で
き
、
四
月
一
日
に
登
記
手
続
き
を

完
了
し
た
次
第
で
す
。

　

こ
れ
は
、
ワ
カ
バ
会
が
昭
和
十
一
年
（
一
九
三
六

年
）
に
社
団
法
人
と
し
て
認
可
さ
れ
て
か
ら
、
じ
つ

に
七
十
六
年
ぶ
り
の
体
制
変
更
に
な
り
ま
す
。
今

回
は
国
の
公
益
法
人
改
革
に
対
応
し
た
も
の
で
す

が
、
も
し
期
限
ま
で
に
移
行
で
き
な
い
と
、
解
散

に
よ
り
法
人
格
を
失
う
だ
け
で
な
く
財
産
没
収
も

伴
う
厳
し
い
結
果
と
な
り
ま
す
。
こ
の
重
大
な
局

面
に
対
応
し
て
、
ワ
カ
バ
会
で
は
平
成
二
十
一
年

に
公
益
法
人
制
度
改
革
移
行
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、

内
外
の
有
識
者
の
ご
意
見
を
伺
い
な
が
ら
、
検
討

を
開
始
し
ま
し
た
。
当
初
は
情
報
が
少
な
く
暗
中

模
索
の
状
況
で
し
た
が
、
先
行
す
る
事
例
な
ど
も

参
考
に
し
て
、移
行
後
の
形
態
を
「
一
般
社
団
法
人
」

と
す
る
こ
と
と
し
て
、
組
織
や
定
款
を
検
討
し
準

備
を
進
め
ま
し
た
。
昨
年
十
二
月
の
臨
時
総
会
で

多
数
の
会
員
の
ご
賛
同
に
よ
り
新
定
款
案
を
承
認

い
た
だ
い
た
こ
と
も
大
き
な
ス
テ
ッ
プ
で
し
た
が
、

書
類
の
準
備
も
簡
単
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

東
京
都
に
は
三
〇
種
類
を
越
え
る
書
類
を
提
出
し
、

そ
れ
ら
の
修
正
や
追
加
資
料
の
請
求
に
も
対
応
し

た
結
果
、
本
年
二
月
に
東
京
都
の
審
議
会
を
通
っ

て
認
可
の
運
び
と
な
っ
た
も
の
で
す
。
こ
の
結
果

は
、
皆
様
の
絶
大
な
る
ご
協
力
が
な
け
れ
ば
成
し

遂
げ
ら
れ
な
か
っ
た
も
の
で
あ
り
、
こ
こ
に
厚
く

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

な
お
新
生
な
っ
た
ワ
カ
バ
会
で
す
が
、
一
般
社

団
法
人
と
な
っ
て
も
同
窓
会
と
し
て
の
機
能
は
変

わ
り
ま
せ
ん
。
む
し
ろ
活
動
の
自
由
度
は
増
え
ま

す
の
で
、
こ
れ
を
機
会
に
同
窓
生
の
交
流
を
活
性

化
す
る
よ
う
、
役
員
・
事
務
局
が
一
丸
と
な
っ
て

努
力
し
て
い
く
所
存
で
す
。
今
後
と
も
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

新
生
ワ
カ
バ
会
の
ス
タ
ー
ト
に
あ
た
っ
て
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平
成
20
年
の

公
益
法
人
改
革

以
来
、
毎
号
に

わ
た
り
ご
説
明

し
、
ご
心
配
を

お
か
け
し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
本
年

４
月
１
日
に
社
団
法
人
ワ
カ
バ
会
は
無

事
一
般
社
団
法
人
認
可
を
受
け
登
記
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ひ
と
え
に
会

員
の
皆
様
、
学
校
関
係
者
、
監
督
官
庁

で
あ
る
都
の
ご
担
当
者
の
ご
協
力
の
お

蔭
と
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
特
に
認
可

申
請
に
当
た
り
一
方
な
ら
ぬ
ご
尽
力
を

い
た
だ
き
ま
し
た
移
行
特
別
委
員
会
、

評
議
員
会
の
皆
様
に
は
深
く
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。
移
行
特
別
委
員
会
で
の
議

論
は
、
当
初
公
益
社
団
を
目
指
さ
な
い

と
単
な
る
同
窓
会
で
な
く
社
会
貢
献
も

定
款
の
目
的
と
し
て
き
た
ワ
カ
バ
会
の

歴
史
的
存
在
価
値
が
な
く
な
っ
て
し
ま

う
の
で
は
な
い
か
と
い
う
意
見
か
ら
、

公
益
へ
の
移
行
も
検
討
さ
れ
ま
し
た
。

し
か
し
、
同
窓
会
法
人
で
あ
る
ワ
カ
バ

会
が
会
員
の
た
め
の
共
益
目
的
以
外
の

公
益
事
業
を
会
の
主
た
る
事
業
と
す
る

こ
と
は
、
会
設
立
の
趣
旨
に
反
す
る
と

の
意
見
が
強
ま
り
、
社
会
貢
献
の
公
益

的
業
務
は
奨
学
金
制
度
等
を
充
実
さ
せ

る
こ
と
で
諸
先
輩
方
の
築
い
て
き
た
も

の
は
引
き
継
げ
る
と
い
う
結
論
に
な
り

ま
し
た
。
以
降
、
一
般
社
団
法
人
認
可

に
向
け
て
の
基
盤
整
備
に
努
め
て
ま
い

り
ま
し
た
。
臨
時
総
会
の
際
に
定
款
変

更
の
ご
説
明
を
い
た
し
ま
し
た
が
、
85

年
の
歴
史
を
持
つ
ワ
カ
バ
会
の
会
員
は

膨
大
で
あ
り
組
織
設
計
上
最
大
の
難
関

と
な
り
ま
し
た
。
多
く
の
会
員
が
集
う

の
が
社
団
法
人
の
特
徴
で
す
が
、
多
く

の
会
員
が
す
べ
て
一
堂
に
会
す
る
場
所

の
確
保
も
難
し
く
、
ま
た
地
域
的
な
分

散
も
あ
り
総
会
の
運
営
方
法
の
設
計
に

知
恵
を
絞
り
ま
し
た
。
定
款
の
定
め
が
、

都
の
公
益
認
定
委
員
会
の
認
可
を
得
ら

れ
る
か
ど
う
か
鍵
と
な
り
、
24
年
度
下

期
の
都
の
担
当
官
と
の
厳
し
い
折
衝
が

最
後
の
山
と
な
り
ま
し
た
が
、
ど
う
に

か
認
可
に
至
り
ま
し
た
。

　

新
ワ
カ
バ
会
と
旧
ワ
カ
バ
会
の
違
い

の
主
要
な
と
こ
ろ
は
、
評
議
員
会
の
有

無
、
予
算
の
承
認
が
総
会
よ
り
理
事
会

の
権
限
と
な
り
、
総
会
は
事
業
報
告
、

決
算
報
告
の
承
認
及
び
事
業
計
画
、
予

算
の
報
告
の
場
と
な
る
と
こ
ろ
で
す
。

総
会
は
、
権
限
の
重
く
な
っ
た
理
事
、

監
事
を
選
任
す
る
場
と
な
り
、
特
に
理

事
の
任
期
は
従
来
の
４
年
か
ら
２
年
に

短
縮
さ
れ
、
会
員
の
皆
様
の
監
視
を
受

け
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
従
来
通
り

同
窓
会
会
員
相
互
の
親
睦
を
旨
と
し
、

各
種
行
事
を
行
い
、
会
報
の
発
行
や
社

会
貢
献
と
し
て
の
奨
学
金
制
度
の
一
層

の
充
実
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
会
員
の

皆
様
の
声
を
広
く
反
映
さ
せ
る
こ
と
も
、

一
般
社
団
に
な
っ
た
こ
と
に
よ
り
柔
軟

に
実
行
が
可
能
で
す
。
こ
れ
を
支
え
る

財
政
に
つ
き
ま
し
て
は
、
従
来
財
産
は

原
則
と
し
て
公
益
目
的
支
出
計
画
に
充

て
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
、
共
益
事
業
に

つ
い
て
は
皆
様
か
ら
の
維
持
会
費
に
依

存
し
て
行
か
ね
ば
な
ら
ず
、
会
の
発
展

の
た
め
に
は
、
従
来
に
増
し
て
の
ご
支

援
ご
協
力
を
お
願
い
す
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

母
校
三
田
高
校
も
目
覚
ま
し
い
復
活

を
遂
げ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
制
度
改
革

を
よ
り
良
き
方
向
に
進
化
さ
せ
、
後
に

続
く
会
員
の
皆
様
が
母
校
と
と
も
に
発

展
で
き
る
礎
と
な
れ
ば
幸
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。

わ か ば平成25（2013）年 5月１日発行 第 73 号（2）

ホームカミングデーの皆様、ぜひ総会へ！
　ワカバ会では 2002 年から「ホームカミングデー」を総会日に併設し、年々盛会となっています。
今年度該当する皆様には、先日、別途お便りを差しあげましたが、お誘い合わせの上、ぜひご出
席ください。当日ご出席の皆様には、オセンチ山をバックにした集合写真の進呈や特設テーブル
の設定などの特典があります。クラス会や同期会としても活用していただきたいと思います。
　今年のホームカミングデーにあたるのは、昭和 8 年（第六 6 回生）、昭和 18 年（第六 16 回生）、
昭和 28 年（三田 5 回生）、昭和 38 年（三田 15 回生）、昭和 48 年（三田 25 回生）、昭和 58 年（三
田 35 回生）、平成５年（三田 45 回生）、平成 15 年（三田 55 回生）の各 3 月に卒業された方々です。

一
般
社
団
法
人
移
行
に
つ
い
て

ワ
カ
バ
会
副
会
長

平
山
　
孔
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（
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２
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ワ
カ
バ
会
活
動
さ
ら
に
充
実
を 

─
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本
年
５
月
本
校
は
、
創
立
９
０
周
年
記
念
式

典
を
挙
行
し
ま
す
。
思
い
起
こ
し
ま
す
と
10
年

前
の
８
０
周
年
当
時
、
ワ
カ
バ
会
は
閉
荘
を
お
考

え
だ
っ
た
軽
井
沢
山
荘
を
、
在
校
生
の
た
め
に
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
を
し
て
存
続
を
決
め
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
以
来
、Ｈ
Ｒ
合
宿
、サ
マ
ー
セ
ミ
ナ
ー
等
で
利
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

教
育
活
動
へ
の
効
果
は
大
な
る
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。
あ
ら
た
め
て
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。
こ
の
春
卒
業
し
た
、
山
荘
で
の
Ｈ
Ｒ
合
宿
を
経
験
し
た

最
後
の
学
年
第
65
回
生
は
、
お
蔭
様
で
例
年
以
上
の
進
学
実
績
を
残
す
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

平
成
23
年
度
の
Ｈ
Ｒ
合
宿
を
ど
う
す
る
か
、
そ
こ
か
ら
本
校
の
教
育
活

動
の
見
直
し
が
始
ま
り
ま
し
た
。
ま
ず
、
教
育
目
標
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
、

伝
統
を
基
調
と
し
つ
つ
、
知
識
基
盤
社
会
化
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
む
時

代
に
進
取
の
気
概
を
も
っ
て
主
体
的
に
参
画
し
社
会
貢
献
で
き
る
「
教
養

人
・
リ
ー
ダ
ー
・
開
拓
者
」
の
育
成
を
掲
げ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
進
学
指

導
推
進
校
と
し
て
「
自
律
・
自
学
・
チ
ー
ム
三
田
の
力
で
高
い
志
の
進
路

実
現
！
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
下
、新
た
な
進
学
指
導
の
取
り
組
み
を
開
始
し
、

Ｈ
Ｒ
合
宿
は
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
プ
に
、
サ
マ
ー
セ
ミ
ナ
ー
は

ウ
イ
ン
タ
ー
セ
ミ
ナ
ー
へ
と
装
い
を
新
た
に
し
ま
し
た
。
ま
た
、１
年
次「
奉

仕
」、２
年
次
「
課
題
研
究
」
に
お
け
る
系
統
的
な
探
究
活
動
＝
Ｍ
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
開
始
し
ま
し
た
。
自
ら
課
題
を
発
見
し
解
決
に
取
組
む
探
究
活
動

を
通
し
て
、
基
礎
的
な
学
力
、
思
考
力
、
判
断
力
、
表
現
力
等
の
活
用
能

力
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
育
成
を
図
り
進
路
実
現
を
促
す
主
体

的
な
学
び
の
仕
組
み
で
、
真
に
社
会
貢
献
・
国
際
貢
献
の
で
き
る
グ
ロ
ー

バ
ル
人
材
の
育
成
が
ね
ら
い
で
す
。
そ
の
１
期
生
は
、
９
０
周
年
を
迎
え

た
今
年
度
巣
立
っ
て
行
き
ま
す
。

　

１
０
０
周
年
に
向
け
、
今
後
も
変
わ
ら
ぬ
ワ
カ
バ
会
の
ご
支
援
を
お
願

い
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。

及
川
良
一

ワ
カ
バ
会
名
誉
会
長

三
田
高
校
校
長

変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
を

初
め
て
の
海
外
修
学
旅
行
　
韓
国
へ

　

本
校
は
、
既
に
国
際
理
解
教
育
の
実
績
が
多
く
あ
り
ま

す
。
更
に
生
徒
の
主
体
な
学
び
を
図
り
な
が
ら
国
際
理
解
や

国
際
交
流
に
貢
献
で
き
る
資
質
や
能
力
を
育
成
す
る
た
め
、

平
成
24
年
度
か
ら
海
外
修
学
旅
行
を
実
施
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
海
外
修
学
旅
行
に
は
必
ず
現
地
校
と
の
交
流
を

行
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
大
韓
民
国
の
忠
南
外
国
語

高
等
学
校
と
は
既
に
ｅ
メ
ー
ル
等
に
よ
る
交
流
が
始
ま
っ

て
い
た
た
め
、平
成
24
年
度
は
10
月
２
日（
火
）～
６
日（
土
）

の
日
程
で
ソ
ウ
ル
を
中
心
に
訪
れ
ま
し
た
。

　

忠
南
外
国
語
高
等
学
校
へ
は
４
日
目
の
午
後
に
訪
問
し

ま
し
た
。
全
体
で
の
文
化
交
流
で
互
い
に
学
校
紹
介
や
歌
、

楽
器
、
ダ
ン
ス
の
発
表
を
行
い
、
最
後
に
両
校
の
生
徒
達

で
歌
っ
た"W

e are the w
orld" 

は
大
変
感
動
的
で
し
た
。

そ
の
後
、
部
活
動
単
位
で
の
交
流
を
行
い
ま
し
た
。
旅
行
後

の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
満
足
度
が
非
常
に
高
か
っ
た
中
で
一

番
の
不
満
は
交
流
の
時
間
が
足
り
な
い
と
い
う
も
の
だ
っ

た
よ
う
に
、
あ
っ
と
い
う
間
の
時
間
が
過
ぎ
ま
し
た
。
同
校

は
、
全
寮
制
で
外
国
語
教
育
に
力
を
入
れ
て
い
る
、
英
語
の

レ
ベ
ル
が
非
常
に
高
い
学
校
で
す
。
交
流
は
基
本
的
に
は
英

語
で
行
い
、
こ
れ
も
生
徒
に
は
大
き
な
刺
激
で
し
た
。

　

生
徒
は
、
事
前
に
韓
国
に
関
す
る
本
を
何
冊
も
読
み
、
講

演
を
聴
く
、
レ
ポ
ー
ト
を
ま
と
め
る
な
ど
の
学
習
を
行
い
ま

し
た
。
ま
た
現
地
で
は
、
学
校
交
流
以
外
に
も
歴
史
や
文
化

を
学
ぶ
見
学
の
ほ
か
班
別
行
動
や
テ
ー
マ
別
体
験
な
ど
も

行
い
、
こ
れ
ら
を
通
し
て
、
異
な
る
国
の
人
と
共
通
す
る
、

ま
た
異
な
る
こ
と
が
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
難
し
い
問
題
も
相

互
理
解
を
し
な
が
ら
解
決
し
て
い
く
大
切
さ
を
肌
で
感
じ

学
ん
だ
、
非
常
に
有
意
義
な
修
学
旅
行
が
で
き
ま
し
た
。

副
校
長
　
降
幡
　
高
志

　

一
般
社
団
法
人
に
な
っ
た
ワ
カ
バ

会
は
、
従
来
か
ら
行
っ
て
き
た
三
田

高
校
在
校
生
へ
の
ワ
カ
バ
会
丸
山
記

念
奨
学
金
（
給
付
制
・
年
額
一
人

６
万
円
）
を
、
今
後
も
主
要
な
公
益

目
的
事
業
と
し
て
継
続
し
て
ゆ
き
ま

す
。
今
年
度
は
、
予
算
を
増
や
し
、

10
名
を
採
用
し
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
は
な
る
べ
く
多
く
の
人

に
機
会
を
与
え
る
た
め
、
同
種
の
奨

学
金
を
受
け
て
い
な
い
こ
と
を
応
募

の
条
件
に
し
て
き
ま
し
た
が
、
今
年

か
ら
こ
の
条
件
を
廃
止
、
他
の
奨
学

金
と
の
併
願
も
認
め
ま
す
。

　

新
学
期
に
全
生
徒
に
募
集
要
項
を

配
布
、
５
月
末
ま
で
に
学
校
経
由
で

希
望
者
を
募
り
、
書
類
選
考
の
う
え
、

奨
学
生
を
決
定
し
て
７
月
と
１
月
に

半
年
分
ず
つ
ま
と
め
て
本
人
に
給
付

し
ま
す
。
昨
年
度
の
奨
学
生
は
３
年

生
２
名
、
１
年
生
３
名
、
合
計
５
名

で
し
た
。

◎
25
年
度
は
10
名
の

　
奨
学
生
を
募
集

ワ
カ
バ
会
丸
山
記
念
奨
学
金
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私
た
ち
十
五
回
オ
組
ひ
な
づ
る
会
の
８
名

は
昨
年
十
月
半
ば
に
、
米
寿
記
念
一
泊
旅
行

を
行
い
ま
し
た
。
80
歳
の
傘
寿
記
念
ハ
ワ
イ

旅
行
の
時
と
は
、
メ
ン
バ
ー
が
少
々
違
っ
て

い
ま
し
た
。
今
回
は
体
調
不
良
の
為
不
参
加

の
方
や
、
亡
く
な
ら
れ
て
し
ま
っ
た
方
も
あ

り
ち
ょ
っ
と
淋
し
く
も
あ
り
ま
し
た
。
新
宿

を
ワ
ゴ
ン
車
で
出
発
、
御
殿
場
で
昼
食
、
山

中
湖
畔
を
ド
ラ
イ
ブ
し
ま
し
た
。
富
士
山
が

う
っ
す
ら
と
し
か
見
え
な
か
っ
た
の
が
残
念

で
し
た
。
宿
泊
先
の
お
台
場
の
ホ
テ
ル
は
、

海
沿
い
の
部
屋
で
、
海
の
向
こ
う
に
は
光
り

輝
く
レ
イ
ン
ボ
ー
ブ
リ
ッ
ジ
、
目
の
前
の
海

に
は
屋
形
船
が
浮
か
ん
で
お
り
、
心
に
残
る

美
し
い
夜
景
で
し
た
。
翌
日
は
隅
田
川
を
舟

　

七
年
間
、
高
校
時
代
を
懐
し
み
な
が
ら
、

母
校
で
貴
重
な
教
員
生
活
を
送
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
着
任
早
々
に
担
任
を
し
た
時

は
、
保
護
者
の
学
年
代
表
を
、
同
期
の
卒
業

生
が
引
き
受
け
て
く
だ
さ
り
、
息
の
合
っ
た

幸
先
の
良
い
三
年
間
の
ス
タ
ー
ト
に
な
り
ま

し
た
。

　

他
校
同
様
、
三
田
も
、
一
年
一
年
新
し
い

教
育
課
題
に
向
き
合
っ
て
い
ま
す
が
、
地
域

や
関
係
者
の
応
援
、
熱
心
な
保
護
者
に
支
え

ら
れ
、
生
徒
も
教
員
も
前
進
し
て
い
ま
す
。

　

私
の
高
校
時
代
に
は
な
か
っ
た
、
第
九
の

合
唱
、
野
球
部
、
海
外
修
学
旅
行
。
歌
声
を

響
か
せ
、
楽
器
を
奏
で
、
踊
り
、
演
じ
、
球

を
追
い
、
笑
い
、
泣
き
、
異
文
化
交
流
を
楽

し
み
、
考
え
、
発
表
し
、
今
日
も
東
京
タ

ワ
ー
を
見
な
が
ら
、
生
徒
達
は
成
長
を
遂
げ

て
い
ま
す
。
そ
ん
な
生
徒
達
に
、
元
気
や
勇

気
を
も
ら
え
る
三
田
高
校
は
、
私
に
と
っ
て

は
最
高
の
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
で
し
た
。
母
校

の
益
々
の
発
展
を
祈
っ
て
い
ま
す
。

米
寿
記
念
旅
行

黒
田
美
和
子
（
向
山
）

15
─
オ

ワ
カ
バ
の
輪

　

昨
年
十
二

月
に
銀
座
で

同
期
会
を
行

い
ま
し
た
。

オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
が
開
催
さ

れ
る
年
に
同

期
会
を
行
う

よ
う
に
な
り

今
回
で
２
回

目
で
す
。
前

回
は
１
２
０

名
、
そ
し
て

今
回
は
９
０

名
の
仲
間
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

前
回
は
恩
師
の
先
生
方
に
も
お
越
し
い
た

だ
き
、
塩
澤
先
生
か
ら
は
「
君
達
も
若
く
な

い
し
、
こ
れ
以
上
の
出
世
は
望
め
な
い
ん
だ

か
ら
今
後
は
頑
張
ら
ず
に
好
き
な
仕
事
を
し

て
人
生
を
楽
し
み
な
さ
い
」
と
最
後
の
あ
り

が
た
い
お
説
教
を
い
た
だ
き
会
場
は
大
爆
笑

で
し
た
。（
筆
者
注
：
塩
澤
先
生
は
こ
の
２
ヶ

月
後
に
お
亡
く
な
り
に
な
り
ま
し
た
）

　

卒
業
し
て
４
０
年
に
な
り
ま
す
が
同
期
が

集
ま
れ
ば
気
分
は
高
校
生
に
戻
り
ま
す
。
高

で
浅
草
へ
。
人
力
車
に
分
乗
し
下
町
見
物
、

浅
草
寺
に
お
参
り
し
て
解
散
し
ま
し
た
。
と

て
も
楽
し
い
二
日
間
で
し
た
。
私
た
ち
来
年

は
卒
寿
で
す
。
ひ
な
づ
る
達
は
九
十
年
も
生

き
延
び
て
、
未
だ
元
気
で
す
。

て
る
ね
。
応
援
し
て
る
よ
。」
高
校
時
代
か

ら
ず
っ
と
言
っ
て
も
ら
え
る
こ
の
言
葉
！　

私
は
幸
せ
で
す
。
こ
の
言
葉
を
活
力
に
今
日

も
生
徒
た
ち
に
教
え
て
い
ま
す
。
あ
り
が
と

う
。

校
時
代
の
話
し
で
盛
り
上
が
り
、
お
互
い
の

ア
ド
レ
ス
交
換
を
し
た
り
と
３
時
間
が
あ
っ

と
い
う
間
に
過
ぎ
て
い
き
ま
し
た
。

　

次
回
は
ま
た
４
年
後
。
元
気
に
再
会
で
き

る
こ
と
を
祈
っ
て
お
開
き
と
な
り
ま
し
た
。

　

現
在
四
十
歳
…
中
学
受
験
に
失
敗
し
公
立

中
学
へ
進
む
。
目
指
す
は
三
田
高
！　

私
に

音
楽
の
素
晴
ら
し
さ
を
教
え
て
く
だ
さ
っ
た

ピ
ア
ノ
の
先
生
（
娘
十
一
歳
。
現
在
先
生
の

指
導
を
受
け
て
い
ま
す
。）
も
、
私
に
勉
強

の
楽
し
さ
を
教
え
て
く
だ
さ
っ
た
塾
の
先
生

も
三
田
高
！　

私
は
恩
師
に
憧
れ
を
抱
き
三

田
高
へ
の
進
学
を
決
意
、
入
学
し
ま
し
た
。

　

か
な

り
破
天

荒
な
私

を
蔑
視

す
る
こ

と
な
く

個
性
と

し
て
受

け
入
れ

て
く
れ

た
先
生

方
や
級

友
に
改
め
て
感
謝
。
高
校
時
代
か
ら
バ
ン
ド

を
組
み
結
婚
す
る
ま
で
歌
い
続
け
る
こ
と
が

で
き
た
。
ま
た
三
田
高
へ
の
進
学
が
き
っ
か

け
で
小
さ
い
け
れ
ど
塾
の
先
生
を
し
つ
づ
け

二
十
四
年
。
同
窓
会
で
級
友
や
先
生
が
私
に

言
っ
て
く
れ
ま
す
。「
パ
ワ
フ
ル
に
頑
張
っ

二
十
五
回
生
同
期
会

恩
師
・
級
友
に
感
謝

願
い
が
か
な
っ
て

尾
澤
　
一
重

25
─
６

岡
田
　
円
香
（
岡
田
）

43
─
５

上
田
み
つ
子
（
原
）

28
─
５
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ワ
カ
バ
会
行
事
に
参
加
し
て

　

三
田
高
校
を
卒
業
し
て
三
十
年
、
転
勤
で

移
動
を
繰
り
返
し
、
一
昨
年
東
京
に
居
を
定

め
て
少
し
ほ
っ
と
し
た
頃
、
ワ
カ
バ
会
の
会

報
を
見
て
行
事
に
目
が
留
ま
っ
た
。
平
日
休

み
が
あ
る
今
だ
か
ら
と
、
寺
の
娘
で
あ
る
妻

を
鎌
倉
へ
誘
う
と
快
諾
。
こ
う
し
て
卒
業
後

初
め
て
の
行
事
参
加
は
日
蓮
縁
の
寺
を
訪
ね

る
旅
と
な
っ
た
。
五
十
三
歳
の
若
輩
と
卒
業

生
で
は
な
い
妻
を
先
輩
方
は
暖
か
く
迎
え
て

下
さ
っ
た
。
ガ
イ
ド
さ
ん
の
お
手
伝
い
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
つ
つ
妙
本
寺
に
始
ま
り
安
国

論
寺
や
長
勝
寺
を
明
快
で
楽
し
い
解
説
を
拝

聴
し
な
が
ら
歩
く
旅
を
満
喫
し
た
。
や
は
り

旅
は
歩
く
に
限
る
。
街
の
美
し
さ
も
風
も
光

も
歩
い
て
こ
そ
印
象
に
残
る
も
の
だ
と
思
う
。

お
世
話
役
の
ご
配
慮
で
旅
程
管
理
も
完
璧
、

楽
し
い
昼
食
も
含
め
、
大
先
輩
方
と
心
か
ら

楽
し
い
一
日
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
感
謝
で

一
杯
。
続
編
参
加
を
希
望
し
つ
つ
会
員
の
行

事
参
加
が
増
え
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

（
平
成
二
十
四
年
十
月
十
八
日
実
施
）

　

切
子
の
作
業
台
に
坐
り
、
背
後
か
ら
職
人

さ
ん
に
手
を
添
え
て
貰
い
、
ガ
ラ
ス
の
タ
ン

ブ
ラ
ー
を
グ
ラ
イ
ン
ダ
ー
に
当
て
て
十
秒
足

ら
ず
、
お
手
本
の
星
が
一
つ
出
来
上
が
り
ま

し
た
。
次
か
ら
は
も
う
一
人
立
ち
で
す
。
緊

張
の
極
み
の
中
、
何
と
か
二
つ
三
つ
と
不
細

工
な
が
ら
星
を
刻
み
、
気
が
弛
ん
だ
途
端
、

流
れ
星
と
な
り
ま
し
た
。
グ
ラ
イ
ン
ダ
ー
に

ガ
ラ
ス
面
が
不
用
意
に
触
れ
た
の
で
す
。
あ

ら
ら
、
消
し
ゴ
ム
を
使
え
る
筈
も
な
い
し
、

ど
う
し
よ
う
、
後
悔
先
に
立
た
ず
、
で
も
何

と
か
流
れ
星
付
き
七
つ
星
入
り
切
子
の
マ
イ

グ
ラ
ス
が
完
成

し
ま
し
た
。

　

帰
宅
後
、
こ

の
講
座
で
31
回

生
鍋
谷
孝
氏
か

ら
伺
っ
た
蒲
田

切
子
の
歩
み
、

そ
の
源
流
で

人
々
か
ら
愛
好

さ
れ
た
江
戸
切

子
の
伝
統
の
お

話
や
併
せ
て
展

示
さ
れ
て
い
た
伝
統
工
芸
士
鍋
谷
聰
氏
の
卓

越
し
た
技
術
と
セ
ン
ス
の
作
品
群
に
思
い
を

馳
せ
て
マ
イ
グ
ラ
ス
で
乾
杯
。
我
が
実
習
体

験
は
終
了
し
ま
し
た
。

（
平
成
二
十
四
年
九
月
三
十
日
実
施
）

　

こ
の
時
季
に
は
珍
し
く
ポ
カ
ポ
カ
陽
気
の

二
月
七
日
、
母
校
で
開
か
れ
た
「
第
二
回
ア

ロ
マ
テ
ラ
ピ
ー
講
座
」
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

ペ
パ
ー
ミ
ン
ト
、
ネ
ト
ル
、
エ
キ
ナ
セ
ア

な
ど
五
種
類
の
ハ
ー
ブ
テ
ィ
ー
を
試
飲
し
な

が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
効
能
、
正
し
い
飲
み
方

等
を
学
び
ま
し
た
。
又
、
ブ
レ
ン
ド
す
る
こ

と
で
、
感
冒
、
花
粉
症
、
貧
血
な
ど
の
予
防

効
果
が
さ
ら
に
高
ま
る
な
ど
ハ
ー
ブ
の
素
晴

ら
し
い
パ
ワ
ー
を
知
り
ま
し
た
。

　

ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
を
含
み
、
利
尿
作
用
や
疲
労

回
復
の
効
能
を
も
つ
ハ
イ
ビ
ス
カ
ス
の
美
味

し
い
飲
み
方
（
ミ
ン
ト
や
ロ
ー
ズ
ヒ
ッ
プ
と

ブ
レ
ン
ド
し
て
作
る
ア
イ
ス
テ
ィ
ー
）
も
教

わ
り
ま
し
た
の
で
、
暖
か
い
季
節
に
な
っ
た

ら
早
速
試
し
て
み
よ
う
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
日
最
後
に
試
飲
し
た
、
牛
乳
で
作
っ

た
カ
モ
ミ
ー
ル
ミ
ル
ク
テ
ィ
ー
は
、
牛
乳
が

嫌
い
な
人
も
好
き
に
な
り
そ
う
な
爽
や
か
な

香
り
と
味
で
し
た
。

（
平
成
二
十
五
年
二
月
七
日
実
施
）

　

三
月
十
二
日
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
文
化
セ
ン
タ
ー
の

中
村
實
先
生
を
講
師
に
、
ワ
カ
バ
会
員
十
二

名
で
三
浦
三
崎
を
訪
ね
ま
し
た
。

　

当
日
は
晴
天
に
恵
ま
れ
、
三
崎
口
で
は
、

富
士
山
が
見
え
ま
し
た
。
ま
ず
、
澤
田
痴
陶

人
美
術
館
で
、
痴
陶
人
の
作
品
を
鑑
賞
し
た

後
、
昔
の
家
並
み
が
残
る
町
で
、
関
東
大
震

災
で
も
倒
壊
せ
ず
残
っ
た
と
い
う
築
後
百
十

年
と
い
う
藏ク
ラ

を
見
た
後
、
城
ヶ
島
大
橋
を
渡

り
レ
ス
ト
ラ
ン
で
食
事
し
ま
し
た
。
そ
こ
へ

城
ヶ
島
育
ち
で
横
浜
相
撲
甚
句
会
会
長
の
石

橋
さ
ん
と
い
う
方
が
来
ら
れ
、
相
撲
番
付
の

見
方
、
招
び
出
し
の
所
作
、
本
物
の
拍
子
木

を
使
っ
た
打
ち
方
を
教
わ
り
相
撲
の
見
方
が

深
ま
り
ま
し
た
。
城
ヶ
島
公
園
で
は
戦
前
に

作
ら
れ
た
砲
台
跡
や
弾
薬
庫
跡
を
、
真
暗
な

中
、
懐
中
電
燈
で
足
元
を
照
ら
し
乍
ら
見
学

し
ま
し
た
。
そ
の
後
「
城
ヶ
島
の
雨
」
を
詠

ん
だ
白
秋
記
念
館
を
訪
ね
ま
し
た
。
世
話
役

の
西
上
原
さ
ん
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
平
成
二
十
五
年
三
月
十
二
日
実
施
）

鎌
倉
・
日
蓮
ゆ
か
り
の
地
散
策
に
参
加
し
て

蒲
田
切
子
体
験
講
座
に
参
加
し
て

ハ
ー
ブ
テ
ィ
ー
の
凄
さ
を
実
感
！

三
浦
三
崎
を
訪
ね
て

岸
　
　
亮
一

30
─
３

市
瀬
　
茂
子
（
山
岡
）

18
─
８

田
中
　
朝
子
（
永
野
）

18
─
３

佐
藤
ギ
ン
子
（
柳
沢
）

５
─
４
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情報ひろば
◆新刊紹介
　『句画集　木の名　草の名』
　著者：小島信子（黒澤）（10 −3）……（句）
　　　　三村伸絵　……（絵）
　発行：智書房　　定価：2,800 円
　草花が好きで出会った二人の
女性。一人は花弁のたわむれや
葉の虫くいまでを見つめて描き、
一人は草木の語りかける季節の
ことばを書きとめました。その絵
と文字が結びあって生まれた句
画集です。見かけは淡墨ですが
全頁四色刷り。二人が声をかけ
あってから三年、ゆっくりつくり
あげた一冊です。

◆新刊紹介
　『地域と女性の社会史─駿遠地方を中心として─』
　著者：小和田美智子（高橋）（18 −3）
　発行：岩田書院　　定価：6,900 円（税別）
　地域史・女性史・社会史の視
点で、近世の静岡県域（駿遠地方）
の人々の暮らしや庶民の文化を
記録した著作です。内容は今川
義元の母寿桂尼と茶の湯、家康
の正室・側室、駿府城下の女性、
遊廓二丁町、庶民のライフサイク
ルや文字文化の普及、慶喜に従っ
て駿府に移住した旧幕臣女性な
どです。地震や洪水で耕作皆無になった天竜川沿いの
村々の様子や、雨の中耕作する農民に感謝して日記に
書いた武家・商家女性も紹介しています。

◆三田フィルハーモニーオーケストラ第22回定期演奏会
日時：2013 年 6 月 2 日（日）13:15 開場 /14:00 開演
会場：大田区民ホールアプリコ（大ホール）

（JR 蒲田駅東口徒歩３分）
　　　　入場無料・全席自由（チケット不要）

※未就学児のご入場はご遠慮下さい
曲目：
　P. チャイコフスキー／交響曲第４番
　F.リスト：前奏曲（レ・プレリュード）
　C.ドビュッシー（編曲：アンリ・ビュッセル）：小組曲
指揮：岡田友弘
皆様のご来場を団員一同心からお待ちしております。
＜メンバー募集中！＞高校在学時のクラブは問いませ

ん。 詳細は、http://www.mitapo.net/ へ！

◆新刊紹介
　『帰国生と共に拓いた教育のグローバル化
　　　　〜四半世紀を振り返って〜』
　著者：齊藤源三郎（旧職員）　　発行：郁朋社
　定価：800 円（税別）
　都立高校最初の帰国生受け入
れ校になった三田高校に赴任し
たことが私にとっての帰国生と
の印象深い接点になりました。
受け入れ 4 年目になった三田高
校では荒井淳雄先生を中心に受
験から受け入れ後の指導まで、
試行錯誤しながら全力で取り組
んでいました。以後、私は国際
高校の創設、退職後は元三田高校長の長谷部先生が
勤めておられた海外子女教育振興財団および外務省の
子女教育相談室と一貫して帰国生に関わってきました。
はぼ四半世紀にわたって携わってきた帰国子女教育も
国際情勢の変化と共に変遷を重ねてきました。その一
端を担ってきた者としての体験を小冊子にまとめてみま
した。ご一読いただければ幸いです。

◆新刊紹介
　『随想　モラリストの系譜　モラル、良心、真実

モンテーニュ、プーシキン、シェイクスピアをめぐって』
　著者：髙橋良子（新井）（17−エ）　発行：光陽出版社
　定価：2,000 円
　海に囲まれた地震列島に原発
を誘致させられ、被災者の救済
と核汚染物の始末もはかどらな
いとき、私の読書のゆきついたと
ころは、人間存在の根源をとわ
れねばならないと覚しきところで
あった。軍国の風のふきあれたと
きでも、争わず、助けあい、個
性を育て、健康をきたえ、個人の
自由と尊厳を守り通した第六方式の根もとを、混迷の中
で苦慮する教育界、スポーツ界は問い直すときではない
だろうか。



傘寿を祝う会にて

生前最後の 9 月 13 日のクラス会写真
前列中央が先生　右隣が奥様
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西
川
　
直
幸

25
─
７

荒
井
先
生
を
偲
ん
で

追
悼

　

昨
年
10
月
13
日
、
荒
井
先
生
が

入
院
さ
れ
た
と
聞
い
て
同
期
の
女

性
陣
五
人
と
一
緒
に
お
見
舞
い
に

伺
い
ま
し
た
。

　

先
生
は
話
が
で
き
な
い
ご
様
子

で
し
た
が
、
女
性
陣
の
賑
や
か
な

話
し
か
け
に
小
さ
く
頷
い
て
い
ま

し
た
ね
。
僕
は
彼
女
達
の
話
に
圧

倒
さ
れ
ベ
ッ
ド
の
端
で
た
だ
様
子

を
見
て
い
た
だ
け
で
し
た
が
・
・
・

　

病
室
を
出
る
前
に
「
じ
ゃ
あ
先

生
ま
た
ね
」
と
声
を
か
け
る
と
、

先
生
は
い
つ
も
と
変
わ
ら
ぬ
低
い

野
太
い
声
で
「
お
お
ぅ
」
と
返
事

さ
れ
ま
し
た
ね
。
そ
れ
ま
で
一
言

も
声
を
出
さ
れ
な
か
っ
た
の
に
、

み
ん
な
驚
か
さ
れ
ま
し
た
。
き
っ

と
先
生
は
「
い
つ
で
も
来
い
よ
」

と
言
っ
て
く
れ
た
ん
で
す
よ
ね
。

　

そ
れ
が
最
後
に
聞
い
た
先
生
の

声
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
今

で
も
こ
の
耳
に
残
っ
て
い
ま
す
。

　

荒
井
先
生
、
安
ら
か
に
お
眠
り

下
さ
い
。
色
々
お
世
話
頂
い
た
事

感
謝
い
た
し
ま
す
。

緑
川
　
雄
三

10
─
３

さ
よ
う
な
ら
寺
尾
先
生
！

追
悼

　

運
命
の
十
月
二
九
日
。
諸
用
上
京
の
空
き
日

に
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
見
物
後
、
浅
草
雷
門
の
お
店

を
お
訪
ね
し
た
の
で
す
が
、「
体
調
が
悪
く
て
」

と
の
家
の
方
の
ご
返
事
で
会
え
ま
せ
ん
で
し

た
。
翌
朝
、携
帯
で「
昨
日
倒
れ
て
亡
く
な
っ
た
」

と
知
ら
さ
れ
絶
句
。
一
ケ
月
前
に
琵
琶
湖
畔
で

先
生
を
囲
む
２
の
２
の
会
（
写
真
）
で
は
、
変

わ
ら
ぬ
ダ
ン
デ
イ
ム
ー
ド
と
い
つ
も
の
笑
顔
で

寺
尾
節
も
冴
え
て
い
て
、
ま
だ
ま
だ
お
元
気
で

し
た
か
ら
、
本
当
に
信
じ
ら
れ
な
い
衝
撃
で
し

た
。
思
い
巡
ら
せ
ば
、
微
笑
の
絶
え
な
い
大
ら

か
だ
っ
た
数
学
の
授
業
風
景
、
平
成
十
九
年
に

五
十
年
振
り
に
ク
ラ
ス
会
に
お
招
き
し
た
時
の

痛
快
人
生
談
と
素
敵
な
笑
顔
、
以
来
毎
年
ご
参

加
さ
れ
て
皆

と
楽
し
そ
う

に
談
笑
さ
れ

た
お
姿
等
々
。

思
い
出
は
尽

き
ま
せ
ん
。
慈

愛
溢
れ
る
先

生
の
笑
顔
は
、

我
ら
の
脳
裏

に
永
遠
に
不

滅
で
す
。「
寺

尾
先
生
、
素

敵
な
出
会
い

を
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま

し
た
。」　

　
　
　

合
掌

追悼 謹んでご冥福をお祈り申し上げます。 （敬称略）
卒業回・組 逝去年月

寺尾　光史
荒井　淳雄
福山　信子
佐藤　悦子
山川　アヱ
旭　けい
岡山　茂子
大沢　たか
稲垣　ユイ
竹田　通子
佐々木　通子
岩本　春菜
山崎　英乃
石崎　サヨ子
木山　得
望月　澄江
中川　明子
岩崎　久重
今井　起佐子
首藤　泰子
諏訪　純子
大橋　鎮子
木村　操
加納　志づ子
河内山　和子
岡部　屋寿子
石川　美恵子
吉岡　淑
大川　志ま子
古樫　直子
新田　貞子
須藤　節子

（勝野）

（進藤）
（中）
（森田）
（関口）
（鴨居）

（長沢）
（古屋）

（渡瀬）
（梶川）

（新谷）
（武道）
（前田）
（駒井）
（藤田）

（杉村）

（森）
（冨田）
（久保）
（峰岸）
（成瀬）
（藤田）
（北川）

旧職員　
旧職員　

〈第六〉１−Ａ
２−Ｅ
３−Ａ
３−Ｄ
４−ウ
４−オ
５−ア
５−オ
６−イ
６−イ
６−オ
６−オ
７−ウ
７−エ
８−ア
８−エ
９−オ
10 −ア
10 −イ
10 −オ
10 −オ
10 −オ
11 −ア
11 −ア
11 −イ
11 −イ
11 −エ
12 −イ
12 −ウ
12 −エ

平成24.10
24.10
24. 6
25. 2
24.11
21. 3
24.10
24. 5
24. 9
25. 1
23. 8
24.10
23. 8
13. 6
24.11
23. 2
21 10
24. 2
19. 1
24. 6
24.11
25. 3
24. 9
24. 7
24. 5
23.11
24.11
24.10
23. 7
不明 
24. 1
16.　

菊地　武子
小林　愛子
吉見　裕子
吉田　英子
渡辺　信子
堀田　不二子
浅野　日出子
安見　安子
岩谷　よし
斎藤　悦子
田中　久恵
堀　みちゑ
室谷　淑子
鈴木　里子
栗田　みよ
仲谷　美代子
西宮　征月子
久保田　冨久子
村上　光子
野坂　梅子
矢崎　健夫
杉山　一郎
渡辺　昌子
田中　正弘
金井　惇子
佐藤　雪子
下浦　一枝
三坂　洋一
一色　敏行
塩澤　明子
宮地　一幸

（阿部）
（押野）
（保井）
（野崎）
（馬場）
（勝屋）
（伊藤）
（影山）
（穂島）
（斎藤）
（田中）
（鈴木）
（武内）
（小松）
（谷本）
（玉村）
（西宮節子）
（間野）
（加門）

（吉岡）

（伊藤）
（西田）
（野村）

13 −ウ
14 −ア
14 −ア
14 −イ
14 −ウ
16 −ア
16 −イ
16 −イ
16 −イ
16 −エ
16 −エ
17 −オ
18S ア
19 −イ
19 −ウ
20 −ア
20 −ウ
21 −ア
22 −エ
23 −５

〈三田〉５−６
６−２
10 −４
15 −４
15 −６
17 −７
18 −１
19 −５
24 −３
25 −７
33 −５

24. 5
24.10
24.11
23.12
24.10
24.12
24.11
23.11
24.11
25. 3
23. 5
24. 4
24. 8
24.10
24. 3
24. 7
23. 9
24.12
24. 1
23.12
24.12
24. 5
24. 8
24.10
23. 9
22.11
23. 8
24. 5
22. 2
23. 8
18. 9

卒業回・組 逝去年月



事務局だより

ベージュ ピンク 薄紫

からし色 桜色 青紫

オレンジ ワイン色 紫
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編集後記
♠今年は桜の開花がいつもより早く一足先に春
の訪れを感じました。
　さて、ワカバ会も今年度より新たに一般社団法
人としてスタートをきることができました。ひとえに皆
様方のおかげです。ありがとうございました。（T）

◆事務局では、皆様のプライバシーを守るため、
名簿の申し込みや問い合わせに対しては、慎重
に対応しております。
　クラス会や同期会開催時に、幹事の方へ有料
で名簿、宛名ラベルを提供しております。ご利用
の際は、事務局に用意している申込書にご記入
の上、お申込みください。なお申込書はホームペー
ジよりダウンロードしてお使いいただけます。

（敬称略）平成25年度  先生方のご異動

ワカバ会駐車場
　ワカバ会は、大田区鵜の木に 28 台駐車可能な月極駐車場
を所有しています。月々の駐車料は皆様からの維持会費同様、
ワカバ会の貴重な財源として有効に使わせていただいており
ます。しかし、現在 11 台分の空きがある状態です。お近く
にお住まいの方、ぜひご利用ください。また、お知り合いの
方をご紹介いただければ幸いです。
　短期のご契約も歓迎です。駐車料金は一ヶ月 25,000 円です。
その他お問い合わせはワカバ会事務局までご連絡ください。
　　所在地：大田区鵜の木３−32−10

御寄付御礼
♣第六 1 − A　福山信子（勝野）様の
 ご遺族様より  　　　　　　　　　10,000 円
♣第六 16 −イ　浅野日出子（伊藤）様の
 ご遺族様より  　　　　　　　　　30,000 円
──以上のご寄付をいただきました。会の運営
のために使わせていただきます。ありがとう
ございました。

転 出 転 入
職 氏　名 教科科目 異動先学校名等 職 氏　名 教科科目 異動前学校名等

主任教諭 森崎 正寛 政経 府中西高校 主任教諭 大澤　隆 倫理 上野高校

主任教諭 島竹 里枝 数学 小山台高校 主任教諭 岩崎 泰夫 数学 江戸川高校

教諭 川上 温故 生物 豊多摩高校 主任教諭 上野 精一 生物 東久留米総合
高校（定）

教諭 辻本 千鶴子 英語 日比谷高校
（非常勤教員） 主任教諭 桑波田 理恵 英語 篠崎高校

主任教諭 上田 みつ子 英語 富士兼富士
高校附属中 主任教諭 永峰 寿子 英語 新宿高校

主任教諭 気賀澤 保代 英語 小石川
中等教育 主任教諭 佐藤　実 英語 大泉兼大泉高

校附属中

主任教諭 岡本 謙一 英語 大泉桜高校 教諭 上岡 健太 英語 新規採用

教諭 寺西 盛二 体育 六郷工科高校
（非常勤教員） 主任教諭 紺野 正紀 体育 竹台高校

主任教諭 井谷　享 体育 浅草高校（定） 教諭 博田 勝志 体育 新規採用

教諭 雨海 利行 国語 期限付任用

非常勤教員 原田　健 倫理 日野台高校 非常勤教員 浅倉 広男 保体 墨田工業高校

非常勤教員 坂本 良一 数学 竹早高校

経営企画
室長 山﨑 真由美 事務 両国高校

（附属中学兼務）
経営企画

室長 村田 幸子 事務 港特別支援
学校

主任 藤崎 雪乃 事務 芝商業高校
（担当係長  昇任） 主事 五十嵐 麻子 事務 芝商業高校

主任 村上 眞知 司書 日比谷高校 主任 金田 章子 司書 第三商業高校

ワカバ会オリジナルグッズ お申し込みは　電話・FAX・e メールにて、事務局まで

タオルマフラー
 各 800円

バンダナ 各 500円

折りたたみトートバック
全５色　各 700円

携帯ストラップ 各300円

クリアファイル
　各 50円

折りたたみ傘
　各 700円

ミニタオル
ハンカチ

各 350円

タオルポーチ
各 500円

ブロンズ　 シルバー

レターセット 100 円
一筆箋　 各 100 円

（広げるとA4サイズ
も入ります）

31× 37× 9 cm

たたむと
こんなに
小さくなります

☆振り込め詐欺にご注意 !!
　会員や三田警察より、三田高卒業生の
名簿を使用したと思われる悪質な振込詐
欺の電話が多くかかってきているとの報告
がありましたので、引き続きくれぐれもご
注意ください。


